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2011 年 9 月 3 日、川崎市多摩区長尾に川崎市藤子・F・不二雄ミュージアムが開館予定であ
る。同地にはかつて 1927 年に開園し、2002 年 3 月末の閉園まで、市民の憩いの場となった向ヶ
丘遊園が存在していた。同園が閉園したのち、生田緑地内にある遊園地跡地が乱開発の対象か
ら免れ、公共の博物館が誘致されるまでには、小田急電鉄、川崎市に加え、在地の市民運動と
の長い交渉の歴史が存在している。この座談会記録は 2008 年 9 月 23 日、専修大学社会科学研
究所において開催された定例研究会において、「向ヶ丘遊園の緑を守り、市民いこいの場を求め
る会」（以下、遊園の会）の中島光雄、松岡嘉代子の両氏を招いて、当時の運動の経緯を語って
いただいたものである。なお当日の出席者は上記報告者 2 名のほか、泉留維、小西恵美、齊藤
佳史、永江雅和、永島剛（いずれも専修大学社会科学研究所所員）であった。 
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